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2024 年  第 4 回 

社会医療法人財団 池友会 福岡和白病院 臨床研究審査委員会 

会議記録 

 

開催日時 2024 年 6月 24 日（月） 18：45～18：55 

会場 福岡和白病院  2 階 大会議室 

出席委員 
上野 雅子 委員、有信 洋二郎 委員、古賀 哲也 委員、平塚 由美 委員、  

藤原 昭二 委員、船越 知日子 委員、宮﨑 崇人 委員、百合野 猛 委員 

オブザーバー 石田 真澄、井上 麻美、山﨑 千恵子、下薗 絵理子 

 

(1)報告案件 

整理番号 新規 申請者 

 

第 00222 号 

 

当院 9 階病棟における乳癌術後ドレーン固定部位の皮膚障害の予防に対す

る被膜材の有用性の検討 

→前回指摘があった利益相反に関して報告した。 

 

 

看護部 

大江 葵 

 

第 00223 号 

 

令和 6年能登半島における静脈血塞栓症（エコノミークラス症候群）の発生

状況ならびに予防啓発活動検討 

→当院の迅速審査で新規実施許可が下りた旨の報告があった。 

 

血管外科・血

管内治療部 

手島 英一 

 

第 00224 号 

 

当院で施行した前立腺吊り上げ術（urolift）の検討 

→当院の迅速審査で新規実施許可が下りた旨の報告があった。 

 

腎・泌尿器外

科 

安田 幸平 

 

第 00225 号 

 

悪性腫瘍患者における生前臨床診断と病理解剖診断との乖離 

→当院の迅速審査で新規実施許可が下りた旨の報告があった。 

 

腫瘍内科 

柴田 義宏 

整理番号 実施状況報告書 申請者 

 

第 00105 号 

 

資格要件を満たす日本人専門家により施行された慢性完全閉塞病変（CTO）

に対する経皮的冠静脈インターベンション（PCI）のレジストリー 

（Japanese CTO PCI Expert Registry） 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

循環器内科 

芹川 威 

 

第 00118 号 

 

カテーテルアブレーション症例全例登録プロジェクト（J-AB レジストリ参

加） 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

循環器内科 

野口 博生 

 

第 00121 号 

 

肺癌合同登録委員会 第 8次肺癌登録事業 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

呼吸器外科 

吉松 隆 
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第 00126 号 

 

日本心血管インターベーション治療学会内登録データを用いた統合的解析

（2017-2019 年度日本医療研究開発機構事業「冠動脈疾患に係る医療の是正

かを目指した研究」の内容を包括 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

循環器内科 

芹川 威 

 

第 00136 号 

 

腹部大動脈瘤に対するステントグラフト留置術時の下腸間膜動脈塞栓の有

効性の評価-多施設前向き無作為化比較試験- 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

第 00144 号 

 

経皮的大動脈弁置換術の末消血管血流の評価 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

第 00145 号 

 

地域医療におけるヘリコプターおよび遠距離モニターの有用性 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

 

第 00158 号 

 

経皮的左心耳閉鎖システムを用いた非弁膜症性心房細動患者の塞栓予防の

有効性と安全性に関する多施設レジストリー研究（J-LAAO） 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

循環器科 

有田 武史 

 

第 00159 号 

 

補助ポンプカテーテルに関するレジストリ事業 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

循環器科 

有田 武史 

 

第 00166 号 

 

腹部大動脈瘤に対する Zenith Alpha Abdominal ステントグラフトシステム

を用いたステントグラフト内挿術の実態調査 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

第 00167 号 

 

下肢静脈機能不全に関する侵襲的治療及び検査に対する後ろ向き観察研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

第 00168 号 

 

がん診療均てん化のための臨床情報データベース構築と活用に関する研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

腫瘍内科 

柴田 義宏 

 

第 00170 号 

 

2021 年に外科治療を施行された肺癌症例のデータベース研究 

肺癌登録合同委員会 第 11 次事業 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

呼吸器外科 

吉松 隆 

 

第 00191 号 

 

下肢静脈外来受診患者のエコー所見による併発相の後ろ向き観察研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

心臓血管外科 

手島 英一 



 

3 

 

 

第 00192 号 

 

下肢静脈瘤重症例に対する不全穿通枝治療の多施設共同前向きレジストリ

ー研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

 

第 00193 号 

 

非弁膜症性心房細動患者を対象とした左心耳閉鎖デバイスによる経皮的左

心耳閉鎖術観察研究：TERMINATOR Registry 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

循環器内科 

有田 武史 

 

第 00202 号 

 

尿細胞診に出現する尿路外臓器腺癌の形態学的研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

病理診断科 

松山 篤二 

 

第 00207 号 

 

レセプト等情報を用いた脳卒中、脳神経外科医療疫学調査 J-ASPECT 

study(Nationwide survey of Acute Stroke care capacity for Proper 

dEsignation of Comprehensive stroke cenTer in Japan) 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

脳神経外科 

福山 幸三 

 

第 00210 号 

 

経皮的僧帽弁接合不全修復システムを用いた僧帽弁閉鎖不全に対する治療

介入の有効性と安全性に関する多施設レジストリー研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

循環器内科 

有田 武史 

 

第 00216 号 

 

局所進行膵癌患者に対する Gemcitabine＋S-1 による術前化学放射線療法の

有効性の検討 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

外科 

蒲池 浩文 

 

第 00217 号 

 

当院におけるゲムシタビン投与に伴う血管痛の関連要因の検討 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

薬局 

親泊 広大 

 

第 00220 号 

 

日本における下肢静脈瘤に対するシアノアクリレート軽接着剤による有害

事象を明らかにする緊急研究 

→実施状況報告書が提出された旨の報告があった。 

 

心臓血管外科 

手島 英一 

整理番号 終了報告書 申請者 

 

第 00122 号 

 

悪性腫瘍の病態、治療抵抗性に関連する免疫担当細胞の解明 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

腫瘍内科 

柴田 義宏 

 

第 00177 号 

 

動脈硬化性の急性頭蓋内主幹動脈閉塞に対する血管内治療に関する後ろ向

き登録調査 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

 

脳神経外科 

原田 啓 
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第 00201 号 

 

福岡和白病院におけるロボット支援下腹腔鏡下前立腺全摘除術の治療成績 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

腎・泌尿器外

科 

吉田 毅 

 

第 00208 号 

 

訪問リハビリテーション利用者の生きがい意識尺度に関連する因子の検討 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

リハビリ 

山口 雄介 

 

第 00211 号 

 

術後疼痛コントロールに対する鎮痛剤内服のタイミングと早期離床の関連

性の検討 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

看護部 

前田 奈々 

 

 

第 00214 号 

 

脳動静脈奇形患者の後ろ向き観察研究観察研究 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

脳神経外科 

原田 啓 

 

第 00218 号 

 

当院のがん診療におけるセルフブロック法の有用性の検討検討 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

検査科 

越路 早也佳 

 

第 00219 号 

 

当院における緊急緩和ケア受け入れの実態 

→終了報告書が提出された旨の報告があった。 

 

看護部 

柴田 昌枝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


